
社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和3年9月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第65号
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。できることをできるだけ！

こちら側からの２ページは、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc

最新ボランティア登録数
8.16（R3.8.16 現在）3,370人（個人も含め）90グループ

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

～歳末助け合い募金活動～ ～苺の会との絵手紙体験～

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連載No.29　鈴木鉄工　粟生町

　私たち㈱鈴木鉄工は、能美市に本社を構え、末信・粟生・川北の3工場でプレス機械を中心とした様 な々産業機械の製造・メンテナン
スを一貫して行っています。
　弊社は、女性の視点を取り入れ、その鋭い観察眼によってより大きな成果をあげる為、2014年2月「なで
しこグル－プ」を発足し、経費削減・省エネ活動・産業廃棄物削減活動等を行っております。
　今年度は、グル－プとして従来から取組んできた プルタブ・エコキャップ回収活動に一層注力する事とし
ました。社内で情宣に努め、4月からこれまで、プルダブ41.9㎏（能美市社会福祉協議会さんへ提供）・エコ
キャップ4㎏（能美市 日本海開発さんへ提供）とご協力させて頂きました。
　今後につきましては、弊社の経営理念にありますように、『全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時
に、人類社会の永続的な進歩発展に貢献する』の基本精神を元に社会に貢献し、地域のみなさんから信
頼を持って頂ける企業として地道に努めて参ります。コロナ禍でお互いが殺伐としがちな環境ですが、こんな
時こそ心で繋がり、心の中で手を取り合って乗り切って行きましょう。

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

「ボランティアセンター」だより

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。この広報誌は、発行費の一部に
「共同募金の配分金」を受けて発行しています。

能美市ジュニアボランティアクラブ
参加者募集のお知らせ
　今年度もジュニアボランティアクラブを行います。例年は市内高齢者施設での利用者の方とのふれあい交流や
歳末募金活動を実施していましたが、今年度は、新型コロナウイルス禍の中で、今できるボランティア活動を行いま
す。共に考え、楽しく活動してみましょう！
　詳細、内容は学校から配られるチラシをご確認いただき、学校へ申し込んでください。たくさんの応募をお待ちして
います。

情報

対　象
　
日　程
　
申　込

…
　
…
　
…

市内小学生（1～6年生）とその保護者
（保護者との参加を基本とします）
10月～12月の土曜日　1～2時間程度
（詳細については案内チラシをご覧ください）
各学校へ申込用紙を提出して下さい

※令和3年9月1日現在の予定となります。今後の予定につきましては、変更もありますことをご了承ください。

支援の必要な方々へお届けさせて頂きます。
 P.2 会長就任あいさつ／理事、監事、評議員紹介
 P.3 R2年度収支決算／
  第3次能美市地域福祉活動計画4年目（最終年）の取り組み
 P.4 のみ社会福祉法人連絡会 総会／
  新型コロナワクチン接種のWEB予約支援／
  第5弾フードドライブ報告／赤い羽根募金箱設置の協力店募集

目次
 P.5 地域福祉委員会特集／
  令和3年度地域福祉委員会活動 ヒント探し講座
 P.6 相談日のお知らせ／福祉推進員紹介／寄付御礼／
  老人福祉センターのお知らせ／これからの予定
 P.7～8 能美市ボランティア・
  コミュニティ活動支援センターだより

広がる支援の輪♥
フードドライブに

 たくさんのご寄付、
　ありがとうございます 

8



　
６
月
に
開
催
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
能
美
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

心
新
た
に
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
私
た
ち
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
、
さ

ら
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
影
響
し
て
か
、
生
活
困
窮
家
庭
が
表
面

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
問
題
や
65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
複
合
的
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
国
で
は
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

人
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
ち
な
が
ら
社
会
参
加
で
き
る「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を

目
指
し
、
全
世
代
・
全
対
象
型
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
当
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

市
と
連
携
し「
地
域
共
生
社
会
」の
充
実
・
発
展
に
向
け
、
市
民
を
は
じ
め
民
生

委
員
・
児
童
委
員
や
福
祉
関
係
機
関
の
皆
様
方
と
手
を
取
り
合
っ
て「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
市
内
に
お
い
て
高
齢
者
の
移
送
支
援
や
子
ど
も
食
堂
の
展
開
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
な
ど
、
身
近
な
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

も
具
現
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
力
・
市
民
力
を
活
か
し
た

活
動
を
さ
ら
に
広
げ
、
福
祉
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
使
命
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
お
よ
び
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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理事・監事・評議員

令和２年度　収支決算

支出の部
合計②

218,091,401

■ 決算報告（単位：円） ■

人件費
149,355,178

事業費
42,265,532

事務費
6,583,625

助成金
7,241,161貸付事業

50,000

負担金
644,560

固定資産取得
3,233,080

積立資産
106,779 サービス区分間・

管理区分間繰入金
2,816,976

その他の活動
による
5,794,510

当期末支払資金残高（①－②）  25,408,187円

6月3日（木）に理事会、6月24日（木）に定時評議員会が開催され、令和2年度の事業報告・決算等が承認されました。

前期末支払資金残高
25,293,559

経常経費
補助金
68,444,274

受託金
97,393,312

介護保険
事業
15,922,990

受取利息配当金
94,534

その他
5,753,839

固定資産売却
56,200

積立資産取崩
4,406,000

サービス区分間・
管理区分間
繰入金
2,816,976

負担金
309,699

会費
3,927,360

寄付金
1,112,209

共同募金
配分金
3,233,121

その他の
活動による
13,848,150

貸付事業
93,250

事業
794,115

収入の部
合計①

243,499,588

※詳しくは、本会ホームページをご覧ください。

第3次能美市地域福祉活動計画4年目（最終年）の
取り組みが始まりました！！

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

◆6月10日（木）寺井地区公民館において、第３次能美市地域福祉活動計画（以下「活動計画」）を推進する、
「こころに寄り添い合う人づくり委員会」と「見守り・助け合い推進委員会」、そして今年度、新設された「くら
し応援委員会」の委員計42名に委嘱状が交付されました。町（内）会・公民館・老人クラブ連合会・壮年団・
婦人団体協議会・商工会・福祉団体・福祉施設などから推薦された委員が、各委員会の目標に沿って、協
議を進めていきます。
　また、3つの委員会は、第3次活動計画の最終年度の推進の成果と課題、評価をもとに、行政計画であ
る第4次能美市地域福祉計画と連携し次期計画である第4次活動計画策定をすすめていきます。
〈こころに寄り添い合う人づくり委員会の目指すこと〉
　・地域の中で気軽に悩みを相談したり、話し合える場・集いの場づくりを進めます。
　・福祉教育の充実に向けての機会づくりを進めます。
〈見守り・助け合い推進委員会の目指すこと〉
　・地域の中で気軽に悩みを相談したり、話し合える場・集
いの場づくりを進めます。

　・多様な人材がボランティアや助け合い活動に関わることを
進めます。

〈くらし応援委員会の目指すこと〉
　・フードドライブの実施を通して、「住民同士の助け合い活動」
がより良いものになるように進めます。

　・「支える側、支えられる側」の関係を超えた共生の社会を
目指します。

◆7月13日（火）には3つの委員会が連携し、第3次活動計画の
基本目標である「助けたり、助けられたり、私らしくいきいきと
幸せ感を持って暮らせる地域づくり」を達成するため、住民が
取り組むべきことを話し合う「こころ豊かな地域づくりの会」が
行われました。また同時開催で、活動計画の進捗状況や評価
を行う「評価委員会」が行われました。

社
会
福
祉
法
人
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　伴
場
　博
夫

6月24日（木）定時評議員会が開催され、理事・監事が選任されました。同日開催された理事会で、
会長に伴場博夫、副会長に生田絹代・前田英夫が選出され、新体制が決まりました。
また、6月30日（水）には、評議員選任・解任委員会が開催され、評議員が選任されました。

委嘱状交付式

くらし応援委員会
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理
　
事

任
期
：
令
和
３
年
６
月
24
日
～
令
和
４
年
会
計
年
度
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

　
　

※
令
和
３
年
６
月
24
日
～
令
和
３
年
会
計
年
度
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

氏
　
　
名

所
　
　
属

氏
　
　
名

所
　
　
属

山
　
先
　
満
　
広
町
会
連
合
会

木
　
田
　
泰
　
弘
医
師
会

生
　
田
　
絹
　
代
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

○新
川
　
本
　
素
　
子
健
康
福
祉
部

○新
中
　
田
　
紀
　
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

高
　
塚
　
亮
　
三
学
識
経
験
者

○新
前
　
田
　
英
　
夫
社
会
福
祉
法
人
湯
寿
会

伴
　
場
　
博
　
夫
学
識
経
験
者

石
　
田
　
晴
　
美
婦
人
団
体
協
議
会

新
　
川
　
葉
　
子
社
会
福
祉
協
議
会

○新
秋
　
田
　
順
　
孝
商
工
会

 

監
　
事

任
期
：
令
和
３
年
６
月
24
日
～
令
和
４
年
会
計
年
度
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

○新
荒
　
田
　
　
　
稔
社
会
福
祉
法
人
な
ご
み
の
郷

熊
　
野
　
与
　
子
会
計
課（
会
計
管
理
者
）

 

評
議
員

任
期
：
令
和
３
年
６
月
30
日
～
令
和
６
年
会
計
年
度
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

重
　
田
　
勝
　
年
町
会
連
合
会

吉
　
川
　
香
　
里
社
会
教
育
委
員
会
議

小
　
坂
　
保
　
司
　町
会
連
合
会

中
　
野
　
孝
　
子
辰
口
中
央
小
学
校

中
　
村
　
三
　
朗
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

坂
　
本
　
孝
　
一
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

山
　
崎
　
静
　
男
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

○新
大
　
村
　
美
代
子
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

近
　
藤
　
沙
夜
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

荒
　
田
　
正
　
信
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

栗
　
山
　
よ
し
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

髙
　
木
　
祥
　
子
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

越
　
村
　
和
　
広
社
会
福
祉
法
人
陽
翠
水

中
　
西
　
幸
　
一
商
工
会

○新
元
　
木
　
敬
　
之
社
会
福
祉
法
人
喜
峰
会

河
　
村
　
恵
美
子
介
護
を
考
え
る
会

谷
　
田
　
好
　
子
婦
人
団
体
協
議
会

○新
南
　
　
　
芳
　
美
福
祉
課

上
　
田
　
美
智
子
婦
人
団
体
協
議
会

○新
宮
　
下
　
ゆ
　
り
い
き
い
き
共
生
課

○新
北
　
村
　
　
　
宏
自
治
公
民
館
協
議
会

（
敬
称
略
）

※
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催
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に
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ま
し
て
、
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会
福
祉
法
人
能
美
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

心
新
た
に
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
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、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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、
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、
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近
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人
暮
ら
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高
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や
高
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の
世
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が
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え
、
さ

ら
に
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コ
ロ
ナ
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ス
感
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が
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し
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か
、
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活
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家
庭
が
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面

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
問
題
や
65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
複
合
的
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
国
で
は
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

人
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
ち
な
が
ら
社
会
参
加
で
き
る「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を

目
指
し
、
全
世
代
・
全
対
象
型
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
当
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

市
と
連
携
し「
地
域
共
生
社
会
」の
充
実
・
発
展
に
向
け
、
市
民
を
は
じ
め
民
生

委
員
・
児
童
委
員
や
福
祉
関
係
機
関
の
皆
様
方
と
手
を
取
り
合
っ
て「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
市
内
に
お
い
て
高
齢
者
の
移
送
支
援
や
子
ど
も
食
堂
の
展
開
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
な
ど
、
身
近
な
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

も
具
現
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
力
・
市
民
力
を
活
か
し
た

活
動
を
さ
ら
に
広
げ
、
福
祉
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
使
命
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
お
よ
び
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

3

理事・監事・評議員

令和２年度　収支決算

支出の部
合計②

218,091,401

■ 決算報告（単位：円） ■

人件費
149,355,178

事業費
42,265,532

事務費
6,583,625

助成金
7,241,161貸付事業

50,000

負担金
644,560

固定資産取得
3,233,080

積立資産
106,779 サービス区分間・

管理区分間繰入金
2,816,976

その他の活動
による
5,794,510

当期末支払資金残高（①－②）  25,408,187円

6月3日（木）に理事会、6月24日（木）に定時評議員会が開催され、令和2年度の事業報告・決算等が承認されました。

前期末支払資金残高
25,293,559

経常経費
補助金
68,444,274

受託金
97,393,312

介護保険
事業
15,922,990

受取利息配当金
94,534

その他
5,753,839

固定資産売却
56,200

積立資産取崩
4,406,000

サービス区分間・
管理区分間
繰入金
2,816,976

負担金
309,699

会費
3,927,360

寄付金
1,112,209

共同募金
配分金
3,233,121

その他の
活動による
13,848,150

貸付事業
93,250

事業
794,115

収入の部
合計①

243,499,588

※詳しくは、本会ホームページをご覧ください。

第3次能美市地域福祉活動計画4年目（最終年）の
取り組みが始まりました！！

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

◆6月10日（木）寺井地区公民館において、第３次能美市地域福祉活動計画（以下「活動計画」）を推進する、
「こころに寄り添い合う人づくり委員会」と「見守り・助け合い推進委員会」、そして今年度、新設された「くら
し応援委員会」の委員計42名に委嘱状が交付されました。町（内）会・公民館・老人クラブ連合会・壮年団・
婦人団体協議会・商工会・福祉団体・福祉施設などから推薦された委員が、各委員会の目標に沿って、協
議を進めていきます。
　また、3つの委員会は、第3次活動計画の最終年度の推進の成果と課題、評価をもとに、行政計画であ
る第4次能美市地域福祉計画と連携し次期計画である第4次活動計画策定をすすめていきます。
〈こころに寄り添い合う人づくり委員会の目指すこと〉
　・地域の中で気軽に悩みを相談したり、話し合える場・集いの場づくりを進めます。
　・福祉教育の充実に向けての機会づくりを進めます。
〈見守り・助け合い推進委員会の目指すこと〉
　・地域の中で気軽に悩みを相談したり、話し合える場・集
いの場づくりを進めます。

　・多様な人材がボランティアや助け合い活動に関わることを
進めます。

〈くらし応援委員会の目指すこと〉
　・フードドライブの実施を通して、「住民同士の助け合い活動」
がより良いものになるように進めます。

　・「支える側、支えられる側」の関係を超えた共生の社会を
目指します。

◆7月13日（火）には3つの委員会が連携し、第3次活動計画の
基本目標である「助けたり、助けられたり、私らしくいきいきと
幸せ感を持って暮らせる地域づくり」を達成するため、住民が
取り組むべきことを話し合う「こころ豊かな地域づくりの会」が
行われました。また同時開催で、活動計画の進捗状況や評価
を行う「評価委員会」が行われました。

社
会
福
祉
法
人
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　伴
場
　博
夫

6月24日（木）定時評議員会が開催され、理事・監事が選任されました。同日開催された理事会で、
会長に伴場博夫、副会長に生田絹代・前田英夫が選出され、新体制が決まりました。
また、6月30日（水）には、評議員選任・解任委員会が開催され、評議員が選任されました。

委嘱状交付式

くらし応援委員会
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
支
援
を
実
施
！

　
６
月
29
日（
火
）辰
口
福
祉
会
館
交
流
ホ
ー
ル
に
お
い
て「
の
み
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会（
以

下
、
法
人
連
絡
会
）」の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
法
人
連
絡
会
は
平
成
28
年
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
が
社
会
福
祉
法
人
の
責
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
各
法
人
の
既
存
の

取
り
組
み
に
加
え
、
さ
ら
に
地
域
課
題
の
把
握
や
法
人
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
公
益
活
動
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
２
年
７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
総
会
で
は
、
新
会
員
の
社
会
福
祉
法
人
め
ば
え
保
育
園（
福
島
こ
ど
も
園
）の
紹
介
や
、
令

和
２
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
２
年
度
事
業
で
は
、
幹
事
会
の
開
催
や
職
員
研
修
会
の
検
討
と
リ
モ
ー
ト
研
修
の
実

施
報
告
、ふ
れ
あ
い
弁
当
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
、市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
調
理
か
ら
、

法
人
連
絡
会
の
５
つ
の
法
人
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
も
、
市
内
の
９
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
・
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
・

法
人
経
営
の
中
で
培
っ
て
き
た
専
門
性
や
人
材
育
成
及
び
、
各
々
の
地
域
貢
献
活
動
で
積
み

重
ね
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
課
題
の
発
掘
や
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
総
会
後
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
だ「
法
人
内
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」で
集
め
ら
れ
た
食
品
３
５
９
品
１
０
４

㎏
が
持
ち
寄
ら
れ
、
子
ど
も
食
堂
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
届
け
て
欲
し
い
と
、
前
田
会
長
か
ら
能
美
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
井
出
市
長
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
市
の
施
策
や
法
人
連
絡
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

各講座の詳細は、QRコードでご覧ください。⇒
※講座受講をご希望の方は、社会福祉協議会までお問い合わせください。

地域福祉
委員会

特集!　
三
ツ
口
町
は
、手
取
川
大
橋
の
袂
に
位
置
し
、周
囲
を
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
集
落
で
す
。町
の
周

り
に
、市
を
東
西
に
走
る
県
道
小
松
鶴
来
線
、南
北
に
走
る
加
賀
産
業
道
路（
県
道
金
沢
小
松
線
）、加
え

て
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
へ
向
か
う
道
路
が
取
り
囲
む
交
通
の
要
所
で
、通
行
量
が
大
変
多
く
、町

内
に
取
り
囲
む
よ
う
に
信
号
が
３
カ
所
も
あ
り
ま
す
。

　
世
帯
数
は
、近
年
、町
外
に
暮
ら
し
て
い
た
若
者
世
帯
が
町
内
に
住
宅
を
建
て
、暮
ら
し
始
め
た
こ
と
か

ら
、45
世
帯（
ア
パ
ー
ト
住
民
を
除
く
）と
増
え
て
い
ま
す
。

　
三
ツ
口
町
地
域
福
祉
委
員
会
は
、能
美
市
第
一
次
地
域
福
祉
計
画
が
策
定
さ
れ
た
翌
年
の
平
成
20
年

６
月
に
設
置
し
ま
し
た
。設
置
後
、町
の
現
状
把
握・支
え
あ
い
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、町
内
で
孤
立

し
た
世
帯
が
あ
る
の
で
な
い
か
、ま
た
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、今
後
老
々
介
護
の
世
帯
が
増
加
す
る
と
見
越

し
た
こ
と
か
ら
、お
互
い
に
見
守
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
に
は
、町
会
役
員
、老
人
会
、民
生
委
員・児
童
委
員
、福
祉
推
進
員
、防
災
委
員
な
ど
町
内

を
よ
く
知
る
メ
ン
バ
ー
で
幹
事
会
を
組
織
す
る
と
と
も
に
活
動
方
針
を
決
し
、具
体
的
な
見
守
り
、助
け
合

い
活
動
の
実
践
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
、年
３
回
程
度
会
合
を
行
い
、見
守
り
世
帯
に
状
況
変
化
が

な
い
か
、新
た
に
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、町
の
現
状
把
握
を
行
い
、情
報
共
有
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、見
守
り
活
動
と
し
て「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」や「
の
み
活
」を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、ふ
れ
あ

い
行
事
と
し
て
、毎
年 

夏
祭
り（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
）の
実
施
や
東
部
地
区
の
大
運
動
会
や
ペ
タ
ン
ク
大
会

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。（
令
和
３
年
の
ふ
れ
あ
い
活
動
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
。）

　一
方
、防
災
活
動
の
面
で
は
、平
成
28
年
以
来
、多
く
の
町
民
の
参
加
を
頂
い
て
年
１
回
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。例
年
、地
震
や
水
害
等
の
災
害
に
備
え
、シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、避
難
所
開
設
、防
災
機

器
の
展
示
、取
扱
い
説
明・展
示
な
ど
を
実
施
し
、多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、各
家
庭
１
名
の
参
加
に
変
更
し
、避
難
訓
練

の
後
、発
電
機
動
作
に
よ
る
携
帯
電
話
充
電
訓
練
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
訓
練（
試
し
切
）の
ほ
か
、最
近
全

国
的
に
水
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、万
が一に
備
え
参
加
者
全
員
で
土
の
う
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
去
る
７
月
10
日
に
は
、県
主
催
の
同
運
営
に
関
す
る
研
修
が
行
わ
れ
、当
町

の
防
災
士
４
名
が
参
加
し
、避
難
所
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ・レ
イ
ア
ウ
ト
、受
付
の
対

応
方
法・住
区
分
の
判
断
の
流
れ
等
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
開
設
、運
営
訓
練

を
学
び
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
、今
年
度
は
、避
難
所
開
設
、運
営
訓
練

を
秋
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、町
民
の
皆
様
が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、町
全
体
の
融

和
を
図
り
、町
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 三

ツ
口
町
地
域
福
祉
委
員
会

募
金
箱
設
置
の
協
力
店
募
集

　
能
美
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
10
月
１

日
か
ら
全
国
一
斉
に
始
ま
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
期
間
中
、
窓
口
な
ど
に
募
金
箱
を

設
置
さ
せ
て
く
だ
さ
る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団
体
を
応
援
す

る「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」と
し
て
、取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
能
美
市
共
同
募
金
委
員
会（
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
☎
５
８‒

６
２
０
０
）ま
で
、ご
連
絡
下
さ
い
。（※

 

募
金
箱
の
お
届
け
・

回
収
は
、
委
員
会
が
行
な
い
ま
す
。）

　
皆
様
の
ご
協
力
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

©中央共同募金会

　
本
会
で
は
高
齢
者
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
沢
山
の
お
声
を

い
た
だ
き
、
何
か
お
手
伝
い
が
出
来
な
い
か
と
い
う
事
か
ら
、
接
種
を
希
望
す
る
方
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
）の
ご
支
援
を
、
令
和
３
年
６
月
14
日（
月
）〜
６

月
16
日（
水
）に
実
施
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
や
地
域
団
体
等
の
周
知
の
ご
協
力
の
も
と
、
３
日
間
で

計
１
４
７
名
の
予
約
支
援
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、

各
種
団
体
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
来
場
者
の
皆
様
が
予
約
完
了
後
に
、

ほ
っ
と
安
心
し
た
表
情
で
帰
宅
さ
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　ふれあいプラザにて、2日間フードドライブを実施しま
した。今回は、野菜（玉ねぎとじゃがいも）と、生活用品（生
理用品）をそれぞれ限定して募集したところ、たくさんの
方からのご寄付が届きました。
　ご寄付いただいた食品936品、約257.5kgと「玉ねぎ
とじゃがいも、生理用品」は、くらしサポートセンターの
みを通して、支援を必要としている方や子ども食堂に届
け、役立ててもらいました。

の
み
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
　総
会

フードドライブ 報告
7／3（土）・4（日）実施7／3（土）・4（日）実施

たくさんの食品をご寄付いただき
ありがとうございました！
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ご寄付いただいた
玉ねぎとじゃがいも
（ほんの一部です）

ご寄付いただいた食品は、
支援の必要な方等へ
お届けしました。

令
和
３
年
度 

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座

　「
入
門
編
」・「
実
践
編
」が
始
ま
り
ま
す

『
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
連
絡
会
』

◆
入
門
編

　
地
域
で
の
見
守
り
や
助
け
合
い
体
制
の
構
築
に
向
け
、地
域
福
祉
委
員
会
活

動
の
意
義
や
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
促
進
、及
び
地
域

福
祉
活
動
の
核
と
な
る
活
動
者
を
広
く
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、全
４
回
の
講

座（
入
門
編
）を
実
施
し
ま
す
。講
座
修
了
者
に
つ
い
て
は
、「
地
域
福
祉
委
員
会
活

動
推
進
員
」と
し
て
登
録
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　※

対
象
者
：
地
域
福
祉
委
員
会
構
成
員
か
ら
、町（
内
）会
長
が
推
薦
す
る
方
。

　
　
但
し
、民
生
委
員・児
童
委
員
及
び
こ
れ
ま
で（
平
成
21
〜
令
和
２
年
度
）の

入
門
編
講
座
受
講
者
の
方
を
除
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、入
門
編
講
座
の
第
１
回
目（
９
／
15
　
19
時
〜
）と
第
２
回
目

（
９
／
30
　
19
時
〜
）の
講
座
を
、『
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
連
絡
会
』を
兼
ね

て
開
催
し
ま
す
。地
域
の
見
守
り
や
助
け
合
い
活
動
に
つ
い
て
、こ
の
機
会
に

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　※

対
象
者
：
町（
内
）会
長
、民
生
委
員・児
童
委
員
の
方
。

　※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、感
染
防
止
対
策
に
十
分
に
配
慮
し
、

Ｚ
Ｏ
Ｏｍ 

で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

◆
実
践
編

　『
住
民
流
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
』を
通
じ
て
、地
域
で
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
を
明
ら
か
に
し
、地
域
の
見
守
り
、

助
け
合
い
の
し
く
み
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、全
３
回
の
講

座（
実
践
編
）を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
委
員
会
に
よ
る
地
域
の
要
援
護
者
と
そ
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
、及
び
地
域
の
福
祉
課
題
の
抽
出
と
解
決
に
向
け
た

話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

　※

対
象
町（
内
）会
：
未
受
講
の
地
域（
地
区
）福
祉
委
員
会

マップから課題を拾い、
解決に向けて考えます。

☎:58-6200
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
支
援
を
実
施
！

　
６
月
29
日（
火
）辰
口
福
祉
会
館
交
流
ホ
ー
ル
に
お
い
て「
の
み
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会（
以

下
、
法
人
連
絡
会
）」の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
法
人
連
絡
会
は
平
成
28
年
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
が
社
会
福
祉
法
人
の
責
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
各
法
人
の
既
存
の

取
り
組
み
に
加
え
、
さ
ら
に
地
域
課
題
の
把
握
や
法
人
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
公
益
活
動
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
２
年
７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
総
会
で
は
、
新
会
員
の
社
会
福
祉
法
人
め
ば
え
保
育
園（
福
島
こ
ど
も
園
）の
紹
介
や
、
令

和
２
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
２
年
度
事
業
で
は
、
幹
事
会
の
開
催
や
職
員
研
修
会
の
検
討
と
リ
モ
ー
ト
研
修
の
実

施
報
告
、ふ
れ
あ
い
弁
当
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
、市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
調
理
か
ら
、

法
人
連
絡
会
の
５
つ
の
法
人
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
も
、
市
内
の
９
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
・
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
・

法
人
経
営
の
中
で
培
っ
て
き
た
専
門
性
や
人
材
育
成
及
び
、
各
々
の
地
域
貢
献
活
動
で
積
み

重
ね
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
課
題
の
発
掘
や
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
総
会
後
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
だ「
法
人
内
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」で
集
め
ら
れ
た
食
品
３
５
９
品
１
０
４

㎏
が
持
ち
寄
ら
れ
、
子
ど
も
食
堂
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
届
け
て
欲
し
い
と
、
前
田
会
長
か
ら
能
美
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
井
出
市
長
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
市
の
施
策
や
法
人
連
絡
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

各講座の詳細は、QRコードでご覧ください。⇒
※講座受講をご希望の方は、社会福祉協議会までお問い合わせください。

地域福祉
委員会

特集!　
三
ツ
口
町
は
、手
取
川
大
橋
の
袂
に
位
置
し
、周
囲
を
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
集
落
で
す
。町
の
周

り
に
、市
を
東
西
に
走
る
県
道
小
松
鶴
来
線
、南
北
に
走
る
加
賀
産
業
道
路（
県
道
金
沢
小
松
線
）、加
え

て
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
へ
向
か
う
道
路
が
取
り
囲
む
交
通
の
要
所
で
、通
行
量
が
大
変
多
く
、町

内
に
取
り
囲
む
よ
う
に
信
号
が
３
カ
所
も
あ
り
ま
す
。

　
世
帯
数
は
、近
年
、町
外
に
暮
ら
し
て
い
た
若
者
世
帯
が
町
内
に
住
宅
を
建
て
、暮
ら
し
始
め
た
こ
と
か

ら
、45
世
帯（
ア
パ
ー
ト
住
民
を
除
く
）と
増
え
て
い
ま
す
。

　
三
ツ
口
町
地
域
福
祉
委
員
会
は
、能
美
市
第
一
次
地
域
福
祉
計
画
が
策
定
さ
れ
た
翌
年
の
平
成
20
年

６
月
に
設
置
し
ま
し
た
。設
置
後
、町
の
現
状
把
握・支
え
あ
い
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、町
内
で
孤
立

し
た
世
帯
が
あ
る
の
で
な
い
か
、ま
た
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、今
後
老
々
介
護
の
世
帯
が
増
加
す
る
と
見
越

し
た
こ
と
か
ら
、お
互
い
に
見
守
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
に
は
、町
会
役
員
、老
人
会
、民
生
委
員・児
童
委
員
、福
祉
推
進
員
、防
災
委
員
な
ど
町
内

を
よ
く
知
る
メ
ン
バ
ー
で
幹
事
会
を
組
織
す
る
と
と
も
に
活
動
方
針
を
決
し
、具
体
的
な
見
守
り
、助
け
合

い
活
動
の
実
践
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
、年
３
回
程
度
会
合
を
行
い
、見
守
り
世
帯
に
状
況
変
化
が

な
い
か
、新
た
に
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、町
の
現
状
把
握
を
行
い
、情
報
共
有
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、見
守
り
活
動
と
し
て「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」や「
の
み
活
」を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、ふ
れ
あ

い
行
事
と
し
て
、毎
年 

夏
祭
り（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
）の
実
施
や
東
部
地
区
の
大
運
動
会
や
ペ
タ
ン
ク
大
会

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。（
令
和
３
年
の
ふ
れ
あ
い
活
動
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
。）

　一
方
、防
災
活
動
の
面
で
は
、平
成
28
年
以
来
、多
く
の
町
民
の
参
加
を
頂
い
て
年
１
回
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。例
年
、地
震
や
水
害
等
の
災
害
に
備
え
、シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、避
難
所
開
設
、防
災
機

器
の
展
示
、取
扱
い
説
明・展
示
な
ど
を
実
施
し
、多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、各
家
庭
１
名
の
参
加
に
変
更
し
、避
難
訓
練

の
後
、発
電
機
動
作
に
よ
る
携
帯
電
話
充
電
訓
練
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
訓
練（
試
し
切
）の
ほ
か
、最
近
全

国
的
に
水
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、万
が一に
備
え
参
加
者
全
員
で
土
の
う
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
去
る
７
月
10
日
に
は
、県
主
催
の
同
運
営
に
関
す
る
研
修
が
行
わ
れ
、当
町

の
防
災
士
４
名
が
参
加
し
、避
難
所
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ・レ
イ
ア
ウ
ト
、受
付
の
対

応
方
法・住
区
分
の
判
断
の
流
れ
等
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
開
設
、運
営
訓
練

を
学
び
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
、今
年
度
は
、避
難
所
開
設
、運
営
訓
練

を
秋
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、町
民
の
皆
様
が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、町
全
体
の
融

和
を
図
り
、町
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 三

ツ
口
町
地
域
福
祉
委
員
会

募
金
箱
設
置
の
協
力
店
募
集

　
能
美
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
10
月
１

日
か
ら
全
国
一
斉
に
始
ま
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
期
間
中
、
窓
口
な
ど
に
募
金
箱
を

設
置
さ
せ
て
く
だ
さ
る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団
体
を
応
援
す

る「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」と
し
て
、取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
能
美
市
共
同
募
金
委
員
会（
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
☎
５
８‒

６
２
０
０
）ま
で
、ご
連
絡
下
さ
い
。（※
 

募
金
箱
の
お
届
け
・

回
収
は
、
委
員
会
が
行
な
い
ま
す
。）

　
皆
様
の
ご
協
力
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

©中央共同募金会

　
本
会
で
は
高
齢
者
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
沢
山
の
お
声
を

い
た
だ
き
、
何
か
お
手
伝
い
が
出
来
な
い
か
と
い
う
事
か
ら
、
接
種
を
希
望
す
る
方
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
）の
ご
支
援
を
、
令
和
３
年
６
月
14
日（
月
）〜
６

月
16
日（
水
）に
実
施
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
や
地
域
団
体
等
の
周
知
の
ご
協
力
の
も
と
、
３
日
間
で

計
１
４
７
名
の
予
約
支
援
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、

各
種
団
体
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
来
場
者
の
皆
様
が
予
約
完
了
後
に
、

ほ
っ
と
安
心
し
た
表
情
で
帰
宅
さ
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　ふれあいプラザにて、2日間フードドライブを実施しま
した。今回は、野菜（玉ねぎとじゃがいも）と、生活用品（生
理用品）をそれぞれ限定して募集したところ、たくさんの
方からのご寄付が届きました。
　ご寄付いただいた食品936品、約257.5kgと「玉ねぎ
とじゃがいも、生理用品」は、くらしサポートセンターの
みを通して、支援を必要としている方や子ども食堂に届
け、役立ててもらいました。

の
み
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
　総
会

フードドライブ 報告
7／3（土）・4（日）実施7／3（土）・4（日）実施

たくさんの食品をご寄付いただき
ありがとうございました！
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ご寄付いただいた
玉ねぎとじゃがいも
（ほんの一部です）

ご寄付いただいた食品は、
支援の必要な方等へ
お届けしました。

令
和
３
年
度 

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座

　「
入
門
編
」・「
実
践
編
」が
始
ま
り
ま
す

『
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
連
絡
会
』

◆
入
門
編

　
地
域
で
の
見
守
り
や
助
け
合
い
体
制
の
構
築
に
向
け
、地
域
福
祉
委
員
会
活

動
の
意
義
や
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
促
進
、及
び
地
域

福
祉
活
動
の
核
と
な
る
活
動
者
を
広
く
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、全
４
回
の
講

座（
入
門
編
）を
実
施
し
ま
す
。講
座
修
了
者
に
つ
い
て
は
、「
地
域
福
祉
委
員
会
活

動
推
進
員
」と
し
て
登
録
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　※

対
象
者
：
地
域
福
祉
委
員
会
構
成
員
か
ら
、町（
内
）会
長
が
推
薦
す
る
方
。

　
　
但
し
、民
生
委
員・児
童
委
員
及
び
こ
れ
ま
で（
平
成
21
〜
令
和
２
年
度
）の

入
門
編
講
座
受
講
者
の
方
を
除
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、入
門
編
講
座
の
第
１
回
目（
９
／
15
　
19
時
〜
）と
第
２
回
目

（
９
／
30
　
19
時
〜
）の
講
座
を
、『
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
連
絡
会
』を
兼
ね

て
開
催
し
ま
す
。地
域
の
見
守
り
や
助
け
合
い
活
動
に
つ
い
て
、こ
の
機
会
に

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　※

対
象
者
：
町（
内
）会
長
、民
生
委
員・児
童
委
員
の
方
。

　※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、感
染
防
止
対
策
に
十
分
に
配
慮
し
、

Ｚ
Ｏ
Ｏｍ 

で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

◆
実
践
編

　『
住
民
流
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
』を
通
じ
て
、地
域
で
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
を
明
ら
か
に
し
、地
域
の
見
守
り
、

助
け
合
い
の
し
く
み
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、全
３
回
の
講

座（
実
践
編
）を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
委
員
会
に
よ
る
地
域
の
要
援
護
者
と
そ
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
、及
び
地
域
の
福
祉
課
題
の
抽
出
と
解
決
に
向
け
た

話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

　※

対
象
町（
内
）会
：
未
受
講
の
地
域（
地
区
）福
祉
委
員
会

マップから課題を拾い、
解決に向けて考えます。

☎:58-6200

！注目

災害訓練時の土のう作りの様子
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相談日のお知らせ
（令和3年9月～11月分）

開催場所：ふれあいプラザ

これからの予定 令和3年9月～11月

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
中止や電話での相談となる場合がありますので
本会ホームページをご確認願います。

● 弁護士無料法律相談 　要予約
13時30分～15時30分

参加申し込み不要 当面の間 9時30分～12時00分

開催日
 9月
10月
11月

 8日㈬　21日㈫　29日㈬
 8日㈮　18日㈪　28日㈭
 9日㈫　15日㈪　30日㈫

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、住民の日常生活上の相談に応じ、
適切な助言等を行います。　　※相談時間は、一人およそ30分です。

● 心配ごと相談

● 特例貸付相談

　 13時30分～15時30分

根上地区 毎月25日　 根上サービスセンター
寺井地区 毎月 5日

（9月は、24日㈮）
（9月は、6日㈪） ふれあいプラザ

辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館

～ 地域福祉の担い手として活動 ～
交代に伴い福祉推進員に委嘱状を交付しました。

【予約・問合わせ】　くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）

10月15日（金）
第17回能美市社会福祉大会
（規模を縮小して開催 辰口福祉会館）
理事会・評議員会（辰口福祉会館）

地区 開催日 開催場所

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
寺井地区 木曜日 粟生町コミュニティセンター
辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター

地区 開催日 開催場所

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
 9月
10月
11月

16日㈭
21日㈭
18日㈭

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

（最終受付：15：00）

妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母などが気楽に集
い、ふれあいや交流を深めたり、気軽に子育ての相談をしあえるサ
ロンです。参加申し込みは不要です。サロンでは、先輩ママがスタ
ッフとなりママ友相談もしています。

● 親子サロン（ママ友相談）
参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第2水曜日

（ ）9月8日㈬、10月13日㈬
11月10日㈬

ふれあいプラザ

開催日 開催場所

高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をしてい
ての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いません
か。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお待ち
しています。どなたでも気軽にご参加ください。

● ほっとあんしんサロン
【問合わせ】　能美市社会福祉協議会（☎58－6200）　★気軽にお問合せください

要予約
13時30分～15時30分

申し込み不要

★対象：能美市在住の方
★気軽にお問合せください
　（秘密は厳守します）

ありがとうございました
・能美市老人クラブ連合会 寺井支部
・ダイナム石川能美店（吉原釜屋町）日用品
・小坂幸一郎（佐野町）ベビーチェア
・匿名1件 鉛筆

令和3年5月16日～8月18日寄付御礼

（敬称略）

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り組んでいます。地域から集めたエコキャッ
プを選別から保管（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、その売却益の一部を
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」へ送
り、ポリオ（小児まひ）の子どもたちにワクチンを届けるJCVの活動を支
援しています。

相談やサロンでは、
必ずマスクの着用を
お願いします。

ボランティアグループ活動団体の活動を支援する助成を行いました！
【対象】 市ボランティア・コミュニティ活動支援センターに登録し、
 市ボランティア連絡協議会に加入した、次に該当するグループ

※財源は、赤い羽根共同募金です。

● 活動実績が１年以上　　　　　● 会員数が５名以上　　　　● 月１回以上の継続活動

・車いす　・点字器　・アイマスク　・高齢者擬似体験セット　・プロジェクター
・CDラジカセ　・スクリーン　・マイクアンプセット　・ビデオ、DVDデッキ
・視聴用ビデオテープ、DVD　・ポップコーン機器　・かき氷機　・綿菓子機
・レクリエーション器材　・カラオケ一式　・図書　・サンタ衣装

・車いす　・点字器　・アイマスク　・高齢者擬似体験セット　・プロジェクター
・CDラジカセ　・スクリーン　・マイクアンプセット　・ビデオ、DVDデッキ
・視聴用ビデオテープ、DVD　・ポップコーン機器　・かき氷機　・綿菓子機
・レクリエーション器材　・カラオケ一式　・図書　・サンタ衣装

白寿会館…毎週 火・土曜日　亀齢荘…第1・3・5日曜日
老人福祉センターのため、ご利用は65歳以上の能美市民の方に
限らせていただきます。（ （

老人福祉センター
『白寿会館』 『亀齢荘』お知らせ

休館日

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止・延期となる場合も
　あります。

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、G-Hills（ジーヒルズ）に
収集ボックスを設置しています。

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき
誠にありがとうございます。
令和3年5月21日～令和3年8月18日の期間プルタブの収集に
ご協力くださった方々を一部紹介します。

プルタブ以外にも、ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジも集めています。
ご協力お願いします。（※エコキャップについては、株式会社日本海開発へ直接お持ち込みください）

  
東レ労働組合 石川支部 4.2kg、 能美市作業所連合「一歩」4.6kg、
デイサービス灯 3.2kg、 株式会社鈴木鉄工 19.4kg（敬称略・順不同）  

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告 ※祝日および第５週目は、お休みになります。

報告

ボランティア器材の貸し出しのお知らせ
　能美市内の方を対象として町会行事や、いきいきサロン、ボランティア体験などの際に使用できる、
様 な々ボランティア器材の貸し出しを行っています。お申し込みには借用手続きが必要となります。
　電話で予約状況を確認の上、ふれあいプラザまでお越しください。　（☎58-6200）

【鍋谷町】 屋敷 喜代子 （敬称略）
※福祉推進員は、地域福祉委員会や民生委員・児童委員と連携し、
地域のいきいきサロン活動の支援や、支え合い活動への取組み
が期待されています。
　（任期：残任期間として、令和3年4月1日～令和4年3月31日まで）

情報

【貸出用具一覧】

ボランティアグループ活動団体活動支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活にお悩みの方への一時的な資金借入等
の相談については、当会ホームページをご確認またはくらしサポートセンターのみまでお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、対策を行いながら営業をして
おりますが、状況により、一部利用を制限することがあります。利用される方
は、基本的感染対策（マスクの着用・検温・手指消毒など）にご協力頂きますよ
うご理解をお願い致します。

プルタブは、換金積立し、
年に1度、福祉用具を購入し、
市内福祉施設に贈呈しています。
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相談日のお知らせ
（令和3年9月～11月分）

開催場所：ふれあいプラザ

これからの予定 令和3年9月～11月

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
中止や電話での相談となる場合がありますので
本会ホームページをご確認願います。

● 弁護士無料法律相談 　要予約
13時30分～15時30分

参加申し込み不要 当面の間 9時30分～12時00分

開催日
 9月
10月
11月

 8日㈬　21日㈫　29日㈬
 8日㈮　18日㈪　28日㈭
 9日㈫　15日㈪　30日㈫

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、住民の日常生活上の相談に応じ、
適切な助言等を行います。　　※相談時間は、一人およそ30分です。

● 心配ごと相談

● 特例貸付相談

　 13時30分～15時30分

根上地区 毎月25日　 根上サービスセンター
寺井地区 毎月 5日

（9月は、24日㈮）
（9月は、6日㈪） ふれあいプラザ

辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館

～ 地域福祉の担い手として活動 ～
交代に伴い福祉推進員に委嘱状を交付しました。

【予約・問合わせ】　くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）

10月15日（金）
第17回能美市社会福祉大会
（規模を縮小して開催 辰口福祉会館）
理事会・評議員会（辰口福祉会館）

地区 開催日 開催場所

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
寺井地区 木曜日 粟生町コミュニティセンター
辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター

地区 開催日 開催場所

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
 9月
10月
11月

16日㈭
21日㈭
18日㈭

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

（最終受付：15：00）

妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母などが気楽に集
い、ふれあいや交流を深めたり、気軽に子育ての相談をしあえるサ
ロンです。参加申し込みは不要です。サロンでは、先輩ママがスタ
ッフとなりママ友相談もしています。

● 親子サロン（ママ友相談）
参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第2水曜日

（ ）9月8日㈬、10月13日㈬
11月10日㈬

ふれあいプラザ

開催日 開催場所

高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をしてい
ての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いません
か。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお待ち
しています。どなたでも気軽にご参加ください。

● ほっとあんしんサロン
【問合わせ】　能美市社会福祉協議会（☎58－6200）　★気軽にお問合せください

要予約
13時30分～15時30分

申し込み不要

★対象：能美市在住の方
★気軽にお問合せください
　（秘密は厳守します）

ありがとうございました
・能美市老人クラブ連合会 寺井支部
・ダイナム石川能美店（吉原釜屋町）日用品
・小坂幸一郎（佐野町）ベビーチェア
・匿名1件 鉛筆

令和3年5月16日～8月18日寄付御礼

（敬称略）

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り組んでいます。地域から集めたエコキャッ
プを選別から保管（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、その売却益の一部を
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」へ送
り、ポリオ（小児まひ）の子どもたちにワクチンを届けるJCVの活動を支
援しています。

相談やサロンでは、
必ずマスクの着用を
お願いします。

ボランティアグループ活動団体の活動を支援する助成を行いました！
【対象】 市ボランティア・コミュニティ活動支援センターに登録し、
 市ボランティア連絡協議会に加入した、次に該当するグループ

※財源は、赤い羽根共同募金です。

● 活動実績が１年以上　　　　　● 会員数が５名以上　　　　● 月１回以上の継続活動

・車いす　・点字器　・アイマスク　・高齢者擬似体験セット　・プロジェクター
・CDラジカセ　・スクリーン　・マイクアンプセット　・ビデオ、DVDデッキ
・視聴用ビデオテープ、DVD　・ポップコーン機器　・かき氷機　・綿菓子機
・レクリエーション器材　・カラオケ一式　・図書　・サンタ衣装

・車いす　・点字器　・アイマスク　・高齢者擬似体験セット　・プロジェクター
・CDラジカセ　・スクリーン　・マイクアンプセット　・ビデオ、DVDデッキ
・視聴用ビデオテープ、DVD　・ポップコーン機器　・かき氷機　・綿菓子機
・レクリエーション器材　・カラオケ一式　・図書　・サンタ衣装

白寿会館…毎週 火・土曜日　亀齢荘…第1・3・5日曜日
老人福祉センターのため、ご利用は65歳以上の能美市民の方に
限らせていただきます。（ （

老人福祉センター
『白寿会館』 『亀齢荘』お知らせ

休館日

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止・延期となる場合も
　あります。

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、G-Hills（ジーヒルズ）に
収集ボックスを設置しています。

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき
誠にありがとうございます。
令和3年5月21日～令和3年8月18日の期間プルタブの収集に
ご協力くださった方々を一部紹介します。

プルタブ以外にも、ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジも集めています。
ご協力お願いします。（※エコキャップについては、株式会社日本海開発へ直接お持ち込みください）

  
東レ労働組合 石川支部 4.2kg、 能美市作業所連合「一歩」4.6kg、
デイサービス灯 3.2kg、 株式会社鈴木鉄工 19.4kg（敬称略・順不同）  

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告 ※祝日および第５週目は、お休みになります。

報告

ボランティア器材の貸し出しのお知らせ
　能美市内の方を対象として町会行事や、いきいきサロン、ボランティア体験などの際に使用できる、
様 な々ボランティア器材の貸し出しを行っています。お申し込みには借用手続きが必要となります。
　電話で予約状況を確認の上、ふれあいプラザまでお越しください。　（☎58-6200）

【鍋谷町】 屋敷 喜代子 （敬称略）
※福祉推進員は、地域福祉委員会や民生委員・児童委員と連携し、
地域のいきいきサロン活動の支援や、支え合い活動への取組み
が期待されています。
　（任期：残任期間として、令和3年4月1日～令和4年3月31日まで）

情報

【貸出用具一覧】

ボランティアグループ活動団体活動支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活にお悩みの方への一時的な資金借入等
の相談については、当会ホームページをご確認またはくらしサポートセンターのみまでお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、対策を行いながら営業をして
おりますが、状況により、一部利用を制限することがあります。利用される方
は、基本的感染対策（マスクの着用・検温・手指消毒など）にご協力頂きますよ
うご理解をお願い致します。

プルタブは、換金積立し、
年に1度、福祉用具を購入し、
市内福祉施設に贈呈しています。
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NO グループ名 助成額 活動内容・助成内容
① かが能美掃除に学ぶ会 50,000円 市内小中学校で生徒と一緒にトイレ掃除を行う。活動に使用するTシャツを助成。

② 辰口地域
更生保護女性会　 27,000円 更生保護施設での奉仕作業や辰口地区校下の見守りを行う。活動に必要な日用品等

を助成。
③ 手話サークルゆず 14,000円 聴覚に障がいのある方と交流し、手話を学習する。交流時のマスク等を助成。

④ 能美要約筆記
サークルみみずく 20,000円 聴覚障がい者と交流を行い、要約筆記技術向上を図る。活動に必要な事務用品や技

術向上のための要約筆記関係教材等を助成。
⑤ 舞踊集団菊の会 13,000円 いきいきサロン、老人会イベントに協力。活動に必要なCDラジカセを助成。

⑥ 粟生町歩歩笑美くらぶ 35,000円 粟生町での多世帯交流として、歩こう会等の活動。活動に必要なコーヒーメーカー、日
用品等を助成。

⑦ 中庄町丸いも娯楽会
食育グループ　　 50,000円 農業を通して子供達の食育に寄与し、その際の親種芋や肥料等を助成。

⑧ のみ♡子育て
ネットワーク 50,000円 子育て支援に関する勉強会やイベントを企画し、母親の支援を行う。

活動に使用する日用品、研修会にかかるスタッフの費用等を助成。

⑨ オカリナ倶楽部九谷
まほろば 50,000円 月2回の練習、施設や会場での演奏会を行う。活動に必要なユニフォーム、事務用品

等を助成。
計 309,000円



社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和3年9月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第65号
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。できることをできるだけ！

こちら側からの２ページは、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc

最新ボランティア登録数
8.16（R3.8.16 現在）3,370人（個人も含め）90グループ

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

～歳末助け合い募金活動～ ～苺の会との絵手紙体験～

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連載No.29　鈴木鉄工　粟生町

　私たち㈱鈴木鉄工は、能美市に本社を構え、末信・粟生・川北の3工場でプレス機械を中心とした様 な々産業機械の製造・メンテナン
スを一貫して行っています。
　弊社は、女性の視点を取り入れ、その鋭い観察眼によってより大きな成果をあげる為、2014年2月「なで
しこグル－プ」を発足し、経費削減・省エネ活動・産業廃棄物削減活動等を行っております。
　今年度は、グル－プとして従来から取組んできた プルタブ・エコキャップ回収活動に一層注力する事とし
ました。社内で情宣に努め、4月からこれまで、プルダブ41.9㎏（能美市社会福祉協議会さんへ提供）・エコ
キャップ4㎏（能美市 日本海開発さんへ提供）とご協力させて頂きました。
　今後につきましては、弊社の経営理念にありますように、『全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時
に、人類社会の永続的な進歩発展に貢献する』の基本精神を元に社会に貢献し、地域のみなさんから信
頼を持って頂ける企業として地道に努めて参ります。コロナ禍でお互いが殺伐としがちな環境ですが、こんな
時こそ心で繋がり、心の中で手を取り合って乗り切って行きましょう。

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

「ボランティアセンター」だより

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。この広報誌は、発行費の一部に
「共同募金の配分金」を受けて発行しています。

能美市ジュニアボランティアクラブ
参加者募集のお知らせ
　今年度もジュニアボランティアクラブを行います。例年は市内高齢者施設での利用者の方とのふれあい交流や
歳末募金活動を実施していましたが、今年度は、新型コロナウイルス禍の中で、今できるボランティア活動を行いま
す。共に考え、楽しく活動してみましょう！
　詳細、内容は学校から配られるチラシをご確認いただき、学校へ申し込んでください。たくさんの応募をお待ちして
います。

情報

対　象
　
日　程
　
申　込

…
　
…
　
…

市内小学生（1～6年生）とその保護者
（保護者との参加を基本とします）
10月～12月の土曜日　1～2時間程度
（詳細については案内チラシをご覧ください）
各学校へ申込用紙を提出して下さい

※令和3年9月1日現在の予定となります。今後の予定につきましては、変更もありますことをご了承ください。

支援の必要な方々へお届けさせて頂きます。
 P.2 会長就任あいさつ／理事、監事、評議員紹介
 P.3 R2年度収支決算／
  第3次能美市地域福祉活動計画4年目（最終年）の取り組み
 P.4 のみ社会福祉法人連絡会 総会／
  新型コロナワクチン接種のWEB予約支援／
  第5弾フードドライブ報告／赤い羽根募金箱設置の協力店募集

目次
 P.5 地域福祉委員会特集／
  令和3年度地域福祉委員会活動 ヒント探し講座
 P.6 相談日のお知らせ／福祉推進員紹介／寄付御礼／
  老人福祉センターのお知らせ／これからの予定
 P.7～8 能美市ボランティア・
  コミュニティ活動支援センターだより

広がる支援の輪♥
フードドライブに

 たくさんのご寄付、
　ありがとうございます 
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